祇園祭　「屏風祭」
　宵山の期間中、屏風や鎧、小袖など秘蔵の諸道具を飾り、表の格子を外して「ハレ」のしつらえに整える町家がある。飾る家蔵のものに屏風が多いため「屏風祭」と呼ばれ、明治以降盛んになった。祇園祭を発展させた町衆の財力を垣間見ることができる。 

　近年では、屏風祭をしつらえる家も少なくなったが、続けている旧家では、先代の資産を引き継ぎ、文化を大事にしたいとの思いだ。個人宅や会社で行われているものであり、迷惑をかけないよう、節度を守って鑑賞したい。 


荒木装束店�烏丸通三条上ル


岸本絞工芸�三条通新町西入ル


紫織庵�新町通六角上ル�※14－16日午前10時から午後10時、有料。午後４時以降は１階のみ


伴市�六角通烏丸西入�※14－16日午後６時から午後10時


松村家�六角通烏丸西入�※事前申し込みが必要


木村家�六角通烏丸西入ル


松坂屋�新町通六角下ル


野田家�新町通六角下ル


吉田家�新町通六角下ル※14－17日


藤井絞�新町通六角下ル※13－17日


安田多七�烏丸通錦小路上ル※15、16日


平岡旗製造�四条通西洞院東入※16日


やまいち�西洞院通四条下※14－16日


杉本家住宅�綾小路通新町西入ル�※14日午後４時から同９時半。15、16日午前10時から午後９時半。有料


横山商店�西洞院綾小路南西角


青木家�綾小路通西洞院西入※15、16日








